
■対象区域の概要
○藤枝市全域
○面積：約194㎢
○人口：約14.5万人

（令和元年11月）

 対象区域のビジョン

○“まち”と“ひと”が元気
な健康都市・藤枝

ふじえだスマートコンパクトシティの形成（藤枝ICTコンソーシアム） １
■ 事業のセールスポイント
藤枝市の重点戦略である４Ｋ（健康・教育・環境・危機管理）とコンパクト＋ネットワークのまちづくりと連動し、市民の利
便性向上につながる先端技術導入及び各施策のEBPM推進に向けたデータ連携基盤（都市OS）の構築。

■本事業全体の概要位置図

健康 教育 環境 危機管理
【交通安全】

市民の暮らしに直結する『４Ｋ』施策
コンパクト+ネットワーク

の都市基盤づくり

・各種オープンデータ
・プローブパーソンデータ

・購買動向データ 等

国・県・民間が持つデータ

全体最適化 ＝ 安心・快適・便利で質の高い暮らし

他分野施策・民間でのデータ活用EBPMの推進

個別事業からの各種データ収集

横断的・複合的にAI・IoTなどを活用 → 重点政策に横串を刺すデータ活用
☆人流解析・オープンイノベーション・オンデマンド交通・AI河川水位予測☆

データ連携による相乗効果

ふじえだ健康都市創生総合戦略

データ連携基盤（都市OS）



ふじえだスマートコンパクトシティの形成（藤枝ICTコンソーシアム） ２
運営体制スマートシティの目標(KPIの設定)

導入技術

①人口減少社会への対峙
→施策推進におけるデータ活用（EBPM実践）件数

②郊外・中山間の交通弱者増加への対応
→路線バスと乗合タクシーの利用者数

③産業の持続性・担 い手減少への対応
→ICT人材と市内企業のマッチング数

④若い世代の流出抑制
→子育て世代（20～40代）の転入者数

⑤自然災害リスクの拡大抑制
→災害時情報配信システム登録人数

取組 実施主体

全体（事務局・支援）
藤枝ICTコンソーシアム、藤枝市、ソフトバン
ク（株）

人流解析・４Kソリューション 藤枝市、ソフトバンク（株）

オープンイノベーション 藤枝ICTコンソーシアム、藤枝市

オンデマンド交通
藤枝市、公共交通事業者
MonetTechnologies（株）

水位監視 （株）イｰトラスト、ソフトバンク（株）

都市OS
藤枝市、藤枝ICTコンソーシアム、ソフトバン
ク（株）

その他 藤枝ICTコンソーシアム参加企業約１００社

□人流解析等によるスマート・プランニングに向けた「市民参加型４Ｋソリューション」の構築
市の４Ｋ施策（健康・教育・環境・危機管理）と連動し、市民の利便性向上と行動変容につながるソリューション（アプリケーション）の開発。

施策推進における根拠となるパーソナルデータの収集を目的とし、データ活用が市民生活をより安心・快適・便利にする好循環を創出する。

□「オンデマンド交通」による拠点間ネットワークの強化
郊外・中山間地域の拠点と中心市街地や商業施設等の拠点を結ぶネットワークの形成に向けた携帯電話の基地局データや各種プローブ

データによる人流・交通解析及び需要予測

□オープンイノベーション推進環境の構築
ICTを活用した市民サービスの質の向上や市内産業のパワーアップを目指し、地域課題や今後導入すべき市民サービス等をテーマに、

課題解決型実証実験の公募を行う。

□藤枝版クラウドソーシングシステムの構築・運用
市内産業の業務効率化及び市民の多様な働き方の実現（テレワーク環境推進）に向け、時間や場所を選ばないクラウドソーシングを導入

し、個人所得の向上と地域経済の活性化を図る。

□AIによる都市強靭化・災害対策
水位計や雨量計と過去の水位・雨量のデータセットをＡＩ等で分析し、市民の安全安心の確保と市内産業の事業継続、持続的な発展につ

なげるべく、浸水常襲地区を中心に河川ごとの水位予測モデルを検証する。



ふじえだスマートコンパクトシティの形成（藤枝ICTコンソーシアム） ３
ビジネスモデル スケジュール

ソフトバンクと連携したLPWA環境構築及び
IoT活用実証実験実施。
ソフトバンクと連携したLPWA環境構築及び
IoT活用実証実験実施。

ステップ１
LPWA環境整備に
よるIoT活用実証

異業種、異分野が持つ知見やサービスなどを組
み合わせ、個別の地域課題解決に向けたオープ
ンイノベーションを推進

異業種、異分野が持つ知見やサービスなどを組
み合わせ、個別の地域課題解決に向けたオープ
ンイノベーションを推進

ステップ２
ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

による個別最適化

４K事業におけるデータ収集を目的に藤枝市の
ポータルとなるアプリを開発。そこから収集さ
れるデータを基に課題解決に向けた横断最適化
→施策と連携したEBPMの推進

４K事業におけるデータ収集を目的に藤枝市の
ポータルとなるアプリを開発。そこから収集さ
れるデータを基に課題解決に向けた横断最適化
→施策と連携したEBPMの推進

ステップ３
収集データの
横断的活用

まちの全体最適化を推進するデータ連携基盤
（都市OS）の構築
スマート・コンパクトシティの具現化を図る都
市基盤整備を実施

まちの全体最適化を推進するデータ連携基盤
（都市OS）の構築
スマート・コンパクトシティの具現化を図る都
市基盤整備を実施

ステップ４
データ連携基盤構築
都市整備の具現化

2017年度～2019年度

2020年度～

2021年度～

2024年度～

市内企業
市外企業
ベンチャー
団体等

民間企業等

関係部局

藤枝市

産学官連携
協議会等

関係機関等

課題提案

技術提案

調整

調整

藤枝ICTコンソーシアム

産学官連携推進センターを
拠点化
→行政と共同で実証実験

藤枝ICTコンソーシアムによる官民連携調整

＜データプラットフォームを活用した管理運営ビジネスモ

デルビジネスモデル案＞

・産学官連携組織である藤枝ICTコンソーシアムをハブに、運用コ

ストを捻出できるデータ利用の仕組みを構築
・市が進める４K施策（健康・教育・環境・危機管理）の切り口で課題
を解決したり、暮らしが安心・快適・便利になるサービスソリューシ
ョンを構築したりする中で、住民に対しては、その対価としてのデ
ータ活用に理解を求める


